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2025 年３月９日（日）
予選・決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　阪口 晴南
予選　16 番手　決勝：15 位

#39　大湯 都史樹
予選　８番手　決勝：７位

　３月８日（土）に公式予選と決勝レースが行われた第 1

戦では、阪口晴南と大湯都史樹がそれぞれ今後に繋がる手

ごたえを得ることができた SANKI VERTEX PARTNERS 

CERUMO･INGING。一夜明けた３月９日（日）に迎えた第

2 戦では、その手ごたえを活かし、さらなる上位進出に繋げ

　前日の第 1 戦の公式予選では、気温が 10 度にも満たな

かった鈴鹿サーキットだが、この日の第 2 戦の公式予選開

始時は気温 11 度／路面温度 18 度という状況で迎えた。た

だ、風が強く出走するタイミングによっては影響することも

予想された。

　Q1 のＡ組にまず出走したのは阪口。決勝レースでは手

ごたえがあったものの、予選では前日も Q1 突破ができず、

「ポールポジション争いができるクルマではなかった」とい

う阪口は、前日から大きくセットアップを変更。「今後の予

選にも繋がるように」と施したものだったが、このセットアッ

プはうまく決まらず。１分 38 秒 254 というタイムでＡ組

の８番手という結果となり、Q2 進出はならなかった。

　阪口自身にもミスがあったというが、「またひとつ悪い要

素を潰すことができましたし、次に活かせる」と阪口は今後

に繋がる予選になったと前を向いた。

　続くＢ組に出走したのは大湯だ。セットアップ変更により、

「すごく良いわけでもありませんが、普通のポテンシャルを

出せるようになってきました」と新たな感触を得て１分 37

秒 407 というタイムを記録。５番手につけ、Q2 進出を果

たした。

ることが期待された。チームは決勝後、第 2 戦の公式予選、

決勝に向けてデータを解析して両車のセットアップを施して

いった。前日は曇り空で気温が低い状況だったが、この日の

鈴鹿サーキットは晴天に恵まれ気温、路面温度も上昇。この

温度変化への対応も必要となった。

　インターバルを経て行われた Q2 では、大湯は１分 36

秒 562 というベストタイムをマーク。８番手につけ入賞を

見据えるポジションにつけた。

「細かい変更を重ねていたので、課題はまだまだありますが、

良い実績はできたと思います。今後さらにバランスを見つけ

なければと思っています」と大湯は予選を振り返った。

　阪口は後方グリッドとなってしまったが、大湯は上位から

のスタート。大湯は前日こなすことができなかったロングラ

ンをイメージしながら、決勝に向け準備を進めた。

Round.02　SUZUKA
第２戦　鈴鹿サーキット

公式予選QUALIFY ３月９日（日）　10:15 〜 11:00　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'38.254 ／ #39　大湯都史樹　1'36.562
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　予選終了から３時間半という短いインターバルで迎えた第

2 戦の決勝レースは、午前に続き風が強いなか、気温 15 度

／路面温度 38 度というコンディションとなった。

　第 1 戦では、オープニングラップからクラッシュが起き

セーフティカーが導入されていたが、今回はアクシデントは

なく進んでいく。大湯は好発進をみせ６番手に。一方の阪口

は、グリッドが日陰だったことが影響し、ややホイールスピ

ン。17 番手で１周目を終えた。

　この日の第 2 戦は、2025 年から新たに採用されたピッ

トウインドウ規定でのレースで、１周目を終えた時点でタイ

ヤ交換を行うことができる。混雑しているスタート直後にピ

ットインし、アンダーカットを行えばポジションを上げられ

る可能性もある。後方集団でのレースを強いられた阪口は、

このストラテジーを使うことになった。

　１周を終え最終コーナーを立ち上がった阪口は、そのまま

ピットイン。7.8 秒という作業でコースに戻っていく。一方

で大湯はそのままコース上にステイし、31 周のレースのう

ち 11 周を終えてピット作業を行った。チームは 6.4 秒と

いう素早い作業で大湯を送り出した。

　ただ、ピットアウトした大湯の背後からは同時にピット作

業を行った #7 小林可夢偉が急接近。スプーンカーブでサイ

ド・バイ・サイドの戦いを強いられた。

　しかし大湯は絶妙のコントロールでこれを退け、ポジショ

ンをキープ。その後も #7 小林が何度も大湯に接近すること

になったが、このスプーンカーブでのディフェンスがその後

の大湯の順位にも繋がるものとなった。

　初めて採用されたピットウインドウでのレースだけに、各

車の作戦は分かれることになったが、順位が落ち着くと、大

湯は７番手。一方の阪口は 15 番手でレースを戦うことにな

った。阪口はこの日は『前日とは違

うネガティブなところが出てしまっ

た」と作戦も奏功せず苦しいレース

を強いられることになるものの、第

1 戦同様ロングランでのデータを蓄

積するべく、粘り強く戦っていった。

　荒れ模様となった第 1 戦と異な

り、この日はセーフティカーランが

ないレースとなっていたが、28 周

目、２コーナーでストップ車両が発

生し、セーフティカーが導入された。

　そのままレースはフィニッシュを

迎えることになるが、２番手の車両

に５秒加算のペナルティが出されて

いたことで、フィニッシュ時は上位
の全車がチェッカーに向けなだれ込むことになった。大湯は

その集団のなか、７位でフィニッシュ。今季初ポイントを獲

得した。一方阪口は 15 位でチェッカーを受けた。

　ライバルたちが速さをみせるなか、表彰台争いとはならな

かった SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING

だが、今後のシーズンに向け最低限の結果とデータを持ち帰

り開幕大会を終えた。

３月９日（日）　14:40 〜 15:39　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'40.108（3L) ／ #39　大湯都史樹　1'39.729（14L）決勝レースRACE
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ドライバー／監督コメント

38　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

39　大湯 都史樹　TOSHIKI OYU

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「後方からのスタートを強いられましたが、今季は最終戦にも鈴鹿でレースがあるの

で、１周目にピットインする戦略を考えました。スタートでは自分のグリッドが日陰

で路温が低く、ホイールスピンもあって良いスタートを切ることができませんでした

が、そのままピットに入りました。その後のペースもあまり良いものではなく防戦一

方のレースになってしまいましたし、前日とは違うネガティブなところもありました。

昨年は終盤良い手ごたえがありましたが、今年はまた新しいタイヤに合わせて構築し

なければと思っています。ただ、昨年頻発したトラブルも改善されましたし、データ

も集めやすくなりました。それを活かして次戦以降も頑張りたいと思います」

「結果は７位でしたが、ラッキーもあった７位でした。レース途中に小林選手に迫ら

れましたが、そこを抑え切れたことが大きかったです。こちらの方がピークがなくな

るのは早かったのですが、なくなってからは近いペースで走ることができました。ま

た、途中速い車両を無理に防ぐことなく先行させ、勝負どころで耐えることができた

のがポイントに繋がったと思いますね。ただ、予選である程度の手ごたえがあったの

ですが、それを考えると少し苦しいレースになりました。今後その理由をしっかり解

析しなければと思っています。次のもてぎはどちらかというと鈴鹿よりも相性が良い

と思っています。今回得られた課題を活かしていきたいですね」

「阪口選手は、前日から大きくクルマを変えたことが予選から裏目に出てしまいまし

たね。グリッドが後方になったので、１周目にピットインする作戦を採りましたが、

それもあまりうまくいきませんでした。一方の大湯選手はこの週末でいちばんクルマ

のフィーリングが良く、上位グリッドを得ることができましたが、その分レースペー

スが少し苦しかったように感じました。昨日レースを走り切ることができなかったこ

とも影響したかもしれませんね。ただ、最後までしっかり粘ってくれて７位でゴール

してくれました。今週は２台ともに少し苦しい週末でしたが、この第 1 戦、第 2 戦

で得られたものを次戦に繋げたいと思います。応援ありがとうございました」
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リザルトRESULT
第２戦鈴鹿サーキット　決勝結果

ドライバーランキング（上位） チームランキング
Rank.	 No.	 Driver				    Total

1	 15	 岩佐歩夢		 	 	 30
2	 36	 坪井翔	 	 	 	 23
3	 6	 太田格之進	 	 	 22
4	 5	 牧野任祐		 	 	 21
5	 16	 野尻智紀		 	 	 18	
6	 64	 佐藤蓮	 	 	 	 16
7	 7	 小林可夢偉	 	 	 8
8	 65	 イゴール・オオムラ・フラガ	 6
9	 38	 阪口晴南		 	 	 5
10	 39	 大湯都史樹	 	 	 4

Rank.	 Team					     Total

1	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 41
2	 TEAM MUGEN	 	 	 	 38
3	 VANTELIN TEAM TOM’S	 	 	 23
4	 PONOS NAKAJIMA RACING	 	 22
5	 SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING	 9
6	 Kids com Team KCMG	 	 	  8
7	 KONDO RACING		 	 	  5
8	 San-Ei Gen with B-Max	 	 	  3
9	 docomo business ROOKIE		 	  1

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'03.054

2 1 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'05.735 2.681

3 15 岩佐歩夢 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'05.834 2.78

4 16 野尻智紀 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'06.365 3.311

5 65 I. オオムラ・フラガ PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'06.550 3.496

6 64 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'06.645 3.591

7 39 大湯都史樹 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'07.627 4.573

8 50 小出峻 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'07.792 4.738

9 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'07.946 4.892

10 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'08.373 5.319

11 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'08.813 5.759

12 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'08.997 5.943

13 12 三宅淳詞 ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 55'09.444 6.39

14 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'11.438 8.384

15 38 阪口晴南 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'13.467 10.413

16 37 S. フェネストラズ VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'14.587 11.533

17 29 平良響 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'17.739 14.685

18 28 小高一斗 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'18.379 15.325

19 19 野中誠太 ITOCHU ENEX WECARS IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'20.394 17.34

20 20 高星明誠 ITOCHU ENEX WECARS IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 55'25.689 22.635

21 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 30 55'05.588 1Lap

22 4 Z. オサリバン REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 27 46'27.658 4Laps

以上完走


